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1主 題設定の理由

新 しい学 力観 が提 唱 されて久 しいが、今 日の学校や社会 が抱 え る諸 問題 な どを考え ると、 ま

だ完全 に定 着 した とは言 いが たい。 具体的 には従来 の知識、理解、技能 といった観点だ けを重

視す るのではな く、関心 、意欲、思考力、判断力、表現力、創造力 な どの観 点を大切 にす ると

い う評価観 が、中学 校の授業実践の場で は十分 に浸透 していない。

定着 しづ らい理由を考え る時、例え ば関心 ・意欲 ・態度 の評価 は、 それぞれの生徒 の変容 や

定着 を確認 す ることが難 しい、 あるいは多 くの労力 を要 す るので はな いか とい う先生方 の指摘

を耳 にす ることが しば しば ある。

そ こで本 研究で は、 この新 しい学力観 に基 づ く学力 を 「内な る力」 と して と らえ、一人一人

の生徒 に潜 在す る能力 と考 えた。 その上 で、新 しい学 力観 を定着 させ るためには、 どの様 な授

業 の工夫 が可能で あるか とい うことを出発点 と した。

日々の美術 の授業 では、色 や形、材料 とい った ノ ンバ ーバ ルな(非 言語的)側 面 を中軸 に据

えて いる。 したが って、新 しい学力観 を定着 させ るため には、非言語的側面 をいかに生徒 自身

が意 識 して主体的 に 自分 の表現 や鑑賞 に生 か してい く能力 を育成す る ことが必要 とされ る。

また、評価 の在 り方 として作 品の技能上 の優劣や他 者 との比較 を優先 しただけでは、 すべて

の生徒が創造 の喜 びを味 わ うことがで きな い。 この ことか ら、生徒 自身 が 自らの内にあ る表 現

欲求を発見 し、発想 を豊 かに して表現 や鑑賞 の技能 を高 める ことや造形表現 を通 じての コ ミュ

ニケー ション能力 を育成 す ることが大切 で はないか と考 えた。

研究 に際 し、誰 もが気楽 に取 り組 め、 学校や生徒の実態 によ って指導 内容 が工夫 で きるよ う

な授業 の工夫 ・改善 を 目指 し、可能 な限 り実践例や図版 ・写真 を掲載 す るよう配慮 した。

II研 究の構 造図

研究 テーマ1

「発想 を豊 かに し技能を高める授業の工夫」

発 想 ⇔ 技 脅旨

O

豊 力、な 感'1生

高 ま る 技 脅旨

D

新 た な 内 な る 力 の 発 見

D

創造の喜び

研 究 テー マII

「造 形 に よ る コ ミ ュニ ケ ー シ ョンの 存 在 に

気 付 か せ る授 業 の 工 夫 」

造 形によるコ ミ3ケ ーシ ョン

◎
画
㊦

0
自 己 と他 者 の理 解
0

新 た な 内 な る力 の発 見
0

創造の喜び
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皿 研究テーマ1「 発想を豊かに し技能を高める授業の工夫」

1.研 究 テー マ設定 の理 由

現代 の子供 たちを取 り巻 く環境 は、膨大 な量 の情報 と物質 にあふれ、一見豊かそ うに見 え

る。 しか し、深 く物事 を考えな くて も何 とか毎 日の生活が で きて しま うことや何事 も与 え ら

れ るまで待っ とい った習慣 が身 に付 いて お り、真 の意味 での生 きる喜 びを味 わ って いる とは

い いが たい。 この ことか ら、最近 とくに 「主体的 に生 きる」 ことの大切 さが広 く訴 え られ る

ようにな った といえ る。

私 たちは、 中学生 の実態 を踏 まえ るとともに、美術 におけ る 「主体的に生 きる」 こととは、

表現活動 におけ る創造 の喜 びを味 わ うことで あ ると考 え、研 究主題を 「生徒 が自 らの内にあ

る力 を発見 し、創造 の喜 びを味 わ うことので きる授業 の工 夫」 と設定 した。

美術 の授 業にお いて、生徒一人一人 が 自分 の心 を素 直に捉 え、 その気持 ちを伸 び伸 び と表

現 す ることが大 切で ある。 そのためには、 自分 の考 えを大 切 に しなが ら豊 か な発想 を行 い、

発想 した ものを確 実 に定着 させ る技能 を身 に付 け ることが大切 だと考 えた。 この ことが 自分

の表現 に満足 で きる創造 の喜 びに繋 が るので はな いか と考え た。

このよ うに研 究 テーマ1で は、7名 の研究員 が研究主題 に迫 る実践研究 を発想 と技術 を両

軸 に とらえて、それぞ れの所属校 で学校 や生徒 の実態 に合わ せて行 った。

2.研 究 の仮説

本研 究で は、美術 にお け る表現 力を次 のよ うに捉 え た。

(1)発 想 を豊 かにす るもの …… 構成力、構想力、想像 力、 感受性、鑑賞力

(2>技 能 を高 め るもの …… 描写力、造形力、観察力

これ らの要素 は表現力 に は欠 かす ことので きない もので あ り、 これ ら複 数 の要素 を指導 の

重 点 と して生徒の興味、 関心 に応 じた題材の設定や指導 の 工夫 を行 うことによ り生徒一人一

人 に潜在す る能力(本 研究 で は、 これを 「内な る力」 と定義 した)を 引 き出す ことがで きる

だろ うと考え た。

この引 き出す過程 において、感 じる心や 自己を表 そ うとす る意欲 が育成 され、最終的 には

創 作活動 に意義 を見 いだ し、充実感 と成就感が得 られ るのではないか と考え た。

3.仮 説検 証の方法

授 業者 は授業 を展開 して い くうえで指導 の重点 についての子供の興味 ・関心 ・意欲 が どの

ように変容 してい ったかを調査確認 し、L記 仮説 を検証 す る。

《具体的 な調査確認 方法》

◇制作 プ リン トの作成 ◇鑑賞 カー ドの作成 ◇ 自己評価 カー ドの作成

◇授業 の観察 ◇ 作品 の評価 ◇授業 の ア ンケー ト調査 など。
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授 業 研 究1-(1)「 ピ ー マ ン の 夢 」

1題 材設定 の理 由

自己の能 力を発見 し内面 を表現 す ることによ り、何か を想像す る ことの喜 び を味 わ わせ、

創作活動 の意義 を感 じとらせたい。

そのために、 ここで は非 日常 的な縦割 りの ピーマ ンを観察 し、中身 を取 り除 くことによ る

違和感 によ って生徒 自身 によ る新 たな発 見を うなが し、 中身 を自己の表現 によ って満 たす こ

とによ り創造の喜 び と充実感 を味わわせた い。

2指 導 の ね ら い

① ピーマ ンを 観 察 しな が ら形 態 の面 白 さ に気 付 か せ 、 ピー マ ンを擬 人 化 し ピー マ ンの夢 を

考 え る こ と に よ って 自分 の欲 求 を発 見 す る。

② 写 す こ と と表 現 す る こ との違 い に気 付 か せ 、 表 現 力 の必 要 性 を感 じと らせ る。

③ 粘 土 に よ る塑 像(モ デ リン グ)の 技 法 と、 粘 土 を彫 る こ とに よ る彫 像(カ ー ビ ング)の

技 法 を学 び表 現 力 を養 う。

3展 開例(第1学 年 全16時 間)

指 導 の 流 れ

1

7

課 題 把 握 と

ス ケ ッチ

1～2時 間

勤

学 習 活 動

2

モ デ リン グ

1～2時 間

霧

1準 備

・縦 割 り ピー マ ン ・鉛 筆 ・ク ロ ッキ ー ノー ト

2ス ケ ッチ

・縦 割 り ピー マ ンの表 と裏 を 実 物 の3～4倍

の大 き さで ス ケ ッチす る。

3作 品 例 と ス ケ ッチ を も と に課 題 の 説 明 と今

後 の 作 業 の説 明 をす る。

*時 間 的 に ゆ と りの あ る生 徒 は 正 面 と 側 面 の

ス ケ ッチ も描 く。

1準 備 、

・粘 土(乾 燥 後 彫 刻 で き る もの)・ スケ ッチ

・B5版 程 度 の台 紙 ・新 聞 紙 ・縦 割 り ピー マ ン

2モ デ リング

・粘 土 の4分 の3を 袋 か ら出 す。

・粘 土 を 台 の 上 に置 い た 状 態 で 縦 割 り ピ ー マ

ンの 表 側 をっ く って い く。

*評 価 の観点 ・留意点

*表 側 の量感 を表 現 で

きたか。

*裏 側 の細部 まで観 察

す ることがで きたか。

*課 題 の内容 と今 後 の

作業が理解で きたか。

*大 き な塊 と して 表 現

で き たか 。

*裏 側 が 平 らに な って

い るか 。

・粘 土 は な るべ く水 で

湿 さ な い。
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指 導 の 流 れ

3

カ ー ビ ン グ

2～3時 間

学 習 活 動

1準 備

・彫 刻 刀 ・新 聞 紙

2カ ー ビ ング

。ス ケ ッ チ を も と に ピー マ ンの 裏 翻 に あ た り

をっ け、 彫 刻 刀 で 彫 って ゆ く。

・平 刀 、 切 り 出 し刀 で 丸 刀 、 三 角 刀 の彫 りあ

とや表 面 の凹 凸 を きれ いに な らす。

・最 後 に ヘ タの部 分 を彫 る。

4

磨 き

2時 間

1準 備

・紙 や す り(240番)・ 新 聞紙

2ヤ ス リが け

・ひ び割 れ や 雛 を モ デ リ ン グ ペ ー ス トで う め

る

・主 に表 側 を ヤ ス リが け す る。

・裏 側(内 側)は 彫 刻 刀 の 痕 跡 が な くな る程

度 で よ い が、 中身 に よ って調 節 す る。

*評 価の観点 ・留意点

・ス ケ ッチ を も と に 深

く彫 る部 分 と残 す 部

分 を確 認 す る。

・種 は な い もの と して

掘 り進 め る。

・穴 が 開 い た場 合 は 残

りの 粘 土 を 表 裏 両 側

か らボ ン ドで 塞 ぐ。

*ピ ー マ ンの 空 間 を 作

りなが ら、 中 身 が 発

想 で き たか 。

*カ ー ビ ング とモ デ/

ングが理 解 で きたか。

・切 り口 は特 に きれ い

にす る。

*完 成 度 は ど うか。

*中 身 が発 想 で きた か。

5

塗装(表)

2時 間

し1… 鴬

1準 備

・ジ ヱル メデ イ ウ ム ・ア ク リル ガ ッシ ュ

・ペ ー パ ー パ レ ッ ト ・筆 ・水 いれ

2作 品 の 表 裏 に ジ ェル メ デ イ ウ ム を 指 で 薄 く

塗 り込 む 。 裏 側 の 指 の と ど か な い 部 分 は筆 を

使 う

3ピ ー マ ンの 色 を調 合 し、 表 側 に塗 る。

4塗 りむ らの 状 態 を み て2回 目 を塗 る。

5完 全 に乾 燥 さ せ て か ら ジ ェ ル メ デ イ ウ ム を

筆 で1回 塗 る。

*内 側 を ど うす る か 決 ま って い る生 徒 は そ れ

に合 わ せ た 色 を 内 側 に塗 装 して もよ い。

*よ い色 が 作 れ たか 。

*塗 りむ ら は な いか 。

*中 身 を ど うす る か 決

定 した か 。

*満 足 の い く仕 上 が り

に な っ たか 。
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指 導 の 流 れ

6

塗 装(裏)

と

「夢 」 づ く り

4～5時 間

学 習 活 げ動

7

接着仕上 げ

1時 間

1準 備

・残 りの粘 土 ・彩 色 用 具 ・木 工 用 ボ ン ド

2内 側 の塗 装

・中身 の 「夢 」 にあ わ せ て 内 側 の 色 を 塗 る。

3「 夢 」 を 粘 土 で っ くる。

・内側 の塗 装 が 乾 く間 に中 身 をつ くる。

・成 形 して か ら塗 装 す る場 合 と粘 土 に絵 の 具

を練 り込 む 方 法 が あ る。

・そ れ ぞ れ の 部 品 は磨 き、 塗 装 の 後 ボ ン ドで

接 着 す る。

1準 備

・木 工 用 ボ ン ド ・各 部 品 ・提 出用 カ ー ド

2レ イ ア ウ ト

・中身 の各 部 品 を ボ ン ドで接 着 す る。

3提 出

・提 出 用 カ ー ドに タ イ トル等 を か い て そ の 上

に作 品 を の せ て提 出 す る。

*評 価 の観点 ・留意点

・外 側 に は み 出 さ な い

よ うにす る。

*そ れ ぞれ の部 品 が う

ま くで きた か。

*思 い どお り の 「夢 」

を形 づ くる こ と が で

きた か。

*新 た な何 か(自 分)

を 発 見 で きた か。

4成 果 と課題

① 成果

課題把握 の段 階で は観察 す る対象が ピーマ ンで ある ことか ら抵抗 な くスケ ッチに入 るこ

とがで きたよ うであ った。 作品例 を見せ た時 の羨望 と不安 の念 も作業 が進 む程 に自分の作

品 に対す る充実感 、満足 感 に変わ って い った ことが見取 れた。

ピーマ ンの外側 が完成 した段階で はそれぞれが作品 に対 す る愛着 と自信 を もて たこと と

思 われ、 その後の作業 にっ いて は比較的進行 がスムーズであ った。

生徒 が作 品 をとお して 自分 自信 の何 かをみっけ、確 かな満足感 を得 た ようで あ った。

② 課題

今後 の課 題 と して は完成 までに16時 間 とい う長時 間を、 ピーマ ンの表側が完成 した段階

で中だ るみ させず、意欲的 に取 り組 ませ る工夫 が必要 な こと、観察 の対象を ピーマ ン以外

の もので設 定す る ことによ り、新 たな展 開の可能性 をみ いだす ことで ある。

謬
》 へ
屋

準憐 瀦
ミト
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懸 ・

亀

輪

懸轟

・

、警

一5



授業研究1-(2)「 見 た こ との な い不 思議 な 植物 」(一 版 多 色 木 版)

1題 材 設 定 の 理 由

幼 稚 園 の頃 の 「お絵 か き」 は、 誰 で も嫌 いで はな か っ た はず な の に、 成 長 す る につ れ 、 描

く こ とに対 して苦 手 意 識 を もつ よ うに な って くる。 この 苦手 意 識 は 「苦手=下 手 」 と思 い込

ん で い る場 合 が多 く、 この 「下 手 」 と言 う判 断 も 「似 せ て描 くこ とが で き な い」 と言 う理 由

で下 さ れ る もの が ほ とん どで あ る。 反 対 に 「う ま い」 と言 う判 断 は、 本 物 に似 せ て 描 け る か

を判 断 材 料 と して い るた め、 スー パ ー リア リズ ムの よ う な絵 は うま い絵 と して 評 価 す る が 、

そ うで な い もの は、 そ の価 値 を充 分 に感 じ取 る こ とが で き な い。 そ の ため 「美 術(芸 術)は

難 しい もの で理 解 で きな い」 と 自分 の 中 か ら押 し出 して しま う傾 向 が あ る。 そ こで ここで は、

自分 の頭 の 中 や心 に 自由 な形 を イ メー ジ させ 、 版 を 用 いて 描 画 と は違 った効 果 の 作 品 を作 る

こ とに よ り、 表 現 す る意 欲 を 高 め る こ とが で き る と考 え た。 「自分 は絵 が う ま く描 け な いか

ら美 術 は苦 手 だ」 とい う 自分 自身 の レ ッテ ルを 自分 で はが し、 も う一 度 創 造 の喜 び を味 わ う

こ とが で き るの で は な い か と思 う。

2指 導 の ね らい

① 課 題 を理 解 し、 イ メー ジや 発想 を ふ く らま して 、 新 しい形 を創 り出 し、 画 面 を構 成 して

ゆ く力 を つ け させ る。

② 発想 の 段 階 か ら摺 りあ が りまで の作 業 を計 画 的 に組 み立 て、 見 通 しを もって進 め させ る。

③,木 版 の 特 徴 を理 解 し、 彫 りや 摺 りの工 夫 を させ る。

④ 版 画 の 様 々 な技 法 や 、 歴 史 につ いて 理 解 す る。 ま た、 美 術 作 品 や友 達 の作 品 を鑑 賞 す る

こ と に よ り、 鑑賞 す る能 力 と態 度 を育 て る。

3展 開例(第1学 年 全10時 間)

・一版多色木版 の技法 の理解。

・制作手順 と学習課題 を確認す る。

・デザ イ ンス ケ ッチ を しな が ら、 見 た

こ と の な い不 思 議 な 植 物 の 名 前 や 特

徴 を考 え る。

身 に つ け た い 力

・制作 への関心、意欲

・課題 を把握す る力

・イ メ ー ジを広 げ る力

・自 由 に創 造 しスケ ッチ す る力
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・デ ザ イ ンス ケ ッチ の 中 か ら1っ を 選

び、発 表 す る。

展 開 ・発 想 で練 っ た イ メ ー ジ を も と に下 絵 ・画面 を組 み立 て る力

を決 定 す る。

・下 絵 を 板 に転 写 す る。 ・見通 しを持 って計 画的 に制作 す る力

・摺 り上 が りを予 測 しなが ら彫 る。

・線 の太 さを 工 夫 す る。 ・表現 を工夫 す る力

・一 色 づ っ 色 をっ け なが ら摺 って い く。

・色 の 重 ね 方 等 の工 夫 をす る。 ・隅 々 まで気 を配 る態 度

・絵 具 と水 の 量 に注 意 す る。

・バ レ ンの 使 い方 に慣 れ る。 ・根 気強 く制作 す る態度

ま と め ・自分 の作 品 に題 名 をっ け る。 ・自己 を 見 っ め る力

・互 い の作 品 を鑑 賞 し、 良 さ や 工 夫 し ・他 者を尊重す る力

た点 を ま と あ、 発 表 す る。 ・美 術作品を鑑賞す るこ とに親 しむ態

・版画 の種類 や浮世絵 につ いて学 ぶ 度

4成 果 と課 題

① 発 想 の 段 階 で 、 「見 た こ と の な い不 思 議 な植 物 図 鑑 」 を描 か せ る こ と に よ って 、 多 くの

イ メ ー ジを 引 き出す こ とが で き、 新 しい形 作 りに役 立 った。

② 作 品 か らは木 版 の彫 りや摺 りの工 夫 が 見 られ 、 描 画 とは違 った思 わ ぬ効 果 に、 驚 き と い

う感 動 を味 わ う こ とが で き、意 欲 的 に学 習 に取 り組 む こ とが で きた。

③ 作 品 完 成 後 は、 鑑 賞 カ ー ドに 自分 の 作 品 が で き あ が るま で の感 想 や工 夫 した点 な ど にっ

い て書 き入 れ、 同時 に、 友 達 か らの 感 想 も書 いて も らい、 次 の作 品 へ の意 欲 へ っ な げ る こ

とが で きた。
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授業研究1-(3)身 近 な も の を描 く」

望 題 材 設 定 の 理 由

中 学 生 で は、 観 察 力 はつ い て くるが表 現 が そ れ に と もな わ な い生 徒 が 多 い。 そ の結 果 自 由

で な お かっ 楽 し く描 く こ とが で きず 、表 現 意 欲 も徐 々 に な くな って い く。 今 回 は ビ ンや果 物

を使 って もの の基 本 的 な形 を と らえ る練 習 を し、 構 図 の と り方 や 彩 色 の 仕 方 を学 ば せ た い。

そ して そ の な か か ら一 人 一 人 の もの の 感 じ方 や 見 方 を 気付 か せ た い。

2指 導 の ね らい

① 基 本 的 な形(球 体 、 立 方 体 、 円 錐 な ど)か ら もの を立 体 的 に と らえ させ る。

② モ チ ー フを み る角 度 、 目の 高 さ を考 え させ 、 違 い に気 付 か せ る。

③ もの と もの の位 置 、 色 合 い、 空 間 を よ く観 察 し、 調 和 の とれ た画 面 づ くりを させ る。

3展 開例

学 習 の 流 れ 指 導 上 の 留 意 点

導 入 ・参考作 品の鑑賞 ・参 考作 品 を鑑 賞 し、 これ か らど の よ うな作 品

を 制 作 して い くの か を 考 え させ る。

・練 習1基 本 形 を デ ッサ ンす ・外 形線 に と らわ れ ず 、 大 まか に陰 影 をっ け さ

る。(円 柱 立 方 体) せ る。そ の後、昨年度学習 した一点透視 図法

・練 習2目 の 高 さ に よ る形 の を 復 習 す る。 実 際 に ビ ンを使 って、 視 点 を か

見え方の違 いを確か める。 え て デ ッサ ン し、 違 い を確 か め させ る。

(ビ ン の デ ッ サ ン)

…
1

a」
＼

○ r
k

N

/1

①
『

展 開 ・構 図 を 考 え る ・ビ ンを中 心 に三 角 形 を画 面 にっ く らせ て、 安

定感の ある構図を考 えさせ る。

・下 が 壽を し、 鉛 筆 で 陰 影 を っ ・最 初 か ら細 部 に と らわ れず 、 大 ま か に形 を と

け る 。 らえ 、 常 に画 面 全 体 を み るよ うに指 導 す る。

・床 と モ チ ー フの接 す る部 分 や、 もの の 重 な り

方 、 ビ ンの厚 み な ど を よ く観 察 させ る。
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・彩 色 をす る。 ・明 る い色 か ら薄 くつ け る。 一 ケ所 に集 中 せ ず

に画面 全体で仕上 げて い くよ う指導 す る。

・ガ ラ ス ビ ンの光 と果 物 の光 の違 い を観 察 させ

て 表 現 させ る。 影 の色 は、 決 して黒 で は な い

こ とを 理 解 させ る。

・画 面 の 色 調 を よ くみ な が ら、 背 景 の 色 を決 め

さ せ る 。

ま とめ ・自 己評 価 カ ー ドを か く ・観 点 別 に 自分 の作 品 を評 価 させ る。

・ク ラ ス作 品 の鑑 賞 す る。 ・友 達 の表 現 と自分 の表 現 を比 べ させ る。 単 に

形 を うま く と らえ る だ け で な く、 一 人 一 人 の

個 性 的 な面 を みっ け、 の ば して い け る よ う に

助 言 す る。

熱 ・

4成 果 と課 題

今 回 の課 題 で は もの を じっ く り細 か く描 写 す る観 察 力 と表 現 力 が必 要 で あ る。 美 術 ぎ ら い

の生 徒 に と って 最 も困 難 な課 題 で あ った。 しか し、 対 象 を ど う画 面 に と らえ て い くか 、 ど う

した ら 「ぬ りえ 」 に な らな い か、 個 人 差 はあ るが順 を追 って 説 明 して い く中 で、 完 壁 で は な

い が 各 自が 克 服 して い く手 助 け が で きた。 日常 生 活 の 中 か ら、 美 しさ を発 見 で きた こ と は今

後 の 造 形 活動 に お いて も、 重 要 な こ とで あ る。
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授業研究1-(4)「 ポ ス タ ー に よ る私 の主 張」

1題 材 設 定 の理 由

現 代 社 会 に お い て 情 報 の伝 達 方 法 は多 様 化 して い る。 と りわ け ビ ジュ ア ル主 体 の情 報 源 と

して の ポ ス ター は、 様 々 な場 面 で 目 に す る こ とが で き、 イ ラ ス トと言 葉 の構 成 に よ り、 自己

を よ りス ト レー トに 表 現 で き る伝 達 デ ザ イ ン と して も っ と も代 表 的 な もの の一 っ で あ る。

しか し、 多 様 な情 報 の中 か ら問 題 意 識 を も って受 け とめ る機 会 は少 な く、 ま して、 自 己表

現 の た め の美 的 感 性 を磨 く機 会 は よ り少 な い の で は な いだ ろ うか 。 そ こで 、 美 術 の学 習 の 中

で社 会 に か か わ りな が ら自 己 を表 現 す るた め の 美 的 体 験 の機 会 を 設 け た。

生 徒 に と って 身近 な もの で あ るポ ス タ ー制 作 は、 生 徒 た ち の内 に あ る問 題 意 識 を 喚 起 し、

身 近 な 問 題 や 社 会 問 題 に対 して深 く考 え る力 を 養 うこ と。 ま た、 柔 軟 な発 想 で 表 現 す る力 を

育 て る こ とが で き る題 材 で あ る と考 え、 設定 した。

2指 導 のね らい

① 自己の主張を明確 に し、 自己 と社 会を見っ める目を育 て る。

②発想 を豊か に して 自分 な りの感 じ方や考え方を深 め、幅広 い表現 がで きるよ うにす る。

③ 自己評価す ることによ り、意欲 を持 って取 り組 み、課題 を解決 す る力 をっ ける。

3展 開例(第1学 年 全16時 間)

学 習 活 動 指 導 事 項 ポ イ ン ト

導
入

lh

:ポ スターとは何か?機

能 目的、必 要条件 に

ついて理解する

参考作品の鑑賞を通 し、アイデアの面白さ、

技法の工夫などを発見させ、制作に対 して意

欲、関心を高めるようにする。

コンビ3タ を利用 し参考作品をデー

タベース化 してお き、 いっ で も自

分で鑑賞で きるよ うに してお く。

展

開

14h

◎主題の追求

:各 自が考える社会問題

や学校生 活 など身近

な問題を整理 し、テー

マを絞 る

:テーマ決定に至った理由

を追求 し、文章化する

より身近な生活の中から問題を考えるように

促 し、表面的なものにな らないようにいろい

ろな見方、感 じ方で考えさせる。

自分 自身が どん な生活 を し、 ど う

生 きて いきたいかな ど、 自己 を見

っ めさせる ことか ら問題 を絞 り込

ませ、意識 を高 め させ る。

ワーク シー トの活用

◎ アイデ アスケ ッチ

:テ ーマを もとにアイデ

ァスケ ッチをす る

◎ コピー

:テ ーマ ・図柄 にふ さわ

しいコ ピーを考え る

できるだけ多 くのアイデアスケッチを描かせる。

テーマについて多面的 に考え させ るたあに、

原因や結 果等い ろいろな面か らアイデアを考

え るよ う指示 す る。

見 る人 の心 に訴え るようなコ ピーを考 え させ

る。

苦手な生徒 ほど細かい描写 に入 り

込んでいく傾向にあるため、視点

を絞 り、あれこれ取 り入れること

なくシンプルに描 くようにさせる。

テーマから連想する言葉を考 え、

組みたたせる。

連想ゲーム的言葉遊 び。

◎ レイアウ ト

:レ イアウ トを考 える

◎配 色

:配 色 を考 える

図柄の配置や大きさを変更す ることでの効果
の違いに気付かせる。

どのようなものが人目を引き、図柄にあった

配色になるのか考えさせ、工夫 させる。

従来時間を取ることが難 しい所 な

のでグラフィックソフトを利用 して

短時間で レイアウ ト・配色 を試 す。
コンピュータの利用

色を作ることを再度確認する。

◎ レタリング

:書 体を選ぶ

い くっかの書体の中か ら内容にあった書体を

選ばせ、選択することも大切であることを教

える。

ゴシック ・明朝だけか らよ り多 く

の書体を使用することで表現の幅

を広げた。 レタリングの学習がす
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1 ♪

展
POP・ 勘亭 流 ・隷嘗 体 ・ゴ シ ック

.ゴ ・

でに終 了 してい ることを前提 に、

ここでは書体を選択させ、コンピュー

開
明朝 ・太 明 朝 ・丸 ゴ シ ック などなど

タで プ リン トアウ トし、 そ の まま

下絵に利用する。

◎制作 正確な下書 きをするよう指示する。 画面上でのレイアウトの大切さを

:下 書きを し彩色す る 説明 し、 ずれが生 じな いよ うに、

レタ リングはプ リン トアウ トしたものを転写 定規 ・コンパ スな どを使用 し、 丁

さ せ る。 寧 に書 かせ るようにす る。

配色計画に従って彩色させる。 生徒 は簡単にできるところか らす
・彩色の順序 す めて い こうとす るので、 そ うで

・色づ くり はないこ とを教 え る。

・絵の具の必要量、水加減 彩色で失敗 して意欲をな くす生徒
・筆の特性 が多 いので、で きるだけ丁寧 にゆっ

くり作業 させ る。
一

瑳 ◎鑑賞 工夫や苦労 した点など書かせ、互いの作品鑑 自己評価カー ドの活用

lh
:完 成作品の鑑賞と反省 賞を通し、考え方や表現の違いを認め合 う。

4成 果 と課 題

自分 を と りま く社 会 を見 っ め な お す こ とで 、 問

題 意 識 を高 め る こ とが で きた。 ま た 、 時 間 毎 の 自

己評 価 に よ り制 作 意 欲 は以 前 に増 して 高 ま り、 表

現 の 幅 も広 が っ た。 しか し、 ポ ス ター の制 作 に は

様 々 な ス テ ップが あ り、 課 題 を解 決 す る力 を っ け

るに は 、継 続 的 な 指 導 が 必 要 で あ る。

Oボ スクrを 創ろ う'一 一・
ポスターの胴作に膨畏な事栖をフリントに蟹とめよう.

0「 最近こんな事が気になってしかたないそ!Jと いうことを考えていくつか
あげてみよう.

② ●で考えrこ とから、
ポスターのテーマを決定しましょう・ タ1＼ ・つ

の ポ ィ翰 て

一 自分の進度を確認し評価しよう」一 ・

馨 響;嚢〉琶雰齪=齢

0ど うしてこのT一 マr決 定したのか理由を・きましょう.

よ く 漁 啄 肉蔦 た,.4.△Lコa,圭 金.』1-huラ,が=1鍛 烹 風,』,L蚤 カト.「響.o,●辱.

3,.'卜.ρ
'

o■

●ポスターの制作において、注意しなければならないこtを 項 目毎に確認 し
記入しましよう。
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授 業 研 究1-(5)「 身 の 回 り の 物 を デ ザ イ ン しよ う」 … デ ザ イ ナ ー に な る

*個 人、 および グループ学 習によ るデザ イ ンの調査研究 と発表

茎 題材設 定の理 由

現在の子供 たちは、 日常生活 ですでにで きあが ってい る物を 自然 に取入れ、 またマニ ュア

ル化 され た物 を与 え られ る事 に慣 れて しまって いる。 この事 は、一方で 自 らの個性 を発揮 す

る場が失 われ て しま ってい る傾 向 にあ るので はないか と考え られ る。

生徒 は、本来独創 的な物 を生み出す能力 があ り、 その能力 を引出 し、伸 ばす ことは美術教

育 の使命 で はな いか と思 われ る。生徒が 自 らの独創性 を十分 に発揮 し、積極 的に 自 らを表現

し、又、生活 にかかわ る力 を育 てる ことが重要 と考 え上記 の題材 を設 定 した。

我 々が、 日常生活 の中で使用 す るほ とん どの物 はあ らか じめデザイ ンされた規格品であ り、

そ こには自分で イメー ジし、作 り出す必要 のない 「便利 さ」があ る。 身 の回 りの様 々な物 に

意識的 に目を向 けさせ、現代 人の忘 れかけて いるデザ イ ンの原点 と も云える 「物の生 まれ方、

作 り方」 に焦点 をあて、使 いやす さ、美 しさを感 じとる力 と、作 り出 して行 く能力 を養わせ

たい。 また、身 の回 りのあ らゆ る物を主体的 に観察 し、 その良 さを発見 し、 自分 で評 懸す る

ことや、改善点 な どを 自分 で判断 して い く力 を育 てたい。

2指 導 の ね らも、

① イ メ ー ジや 発 想 を 膨 らませ 、 自 らが進 ん で"「 考 え る」創 造 活 動"を 活 発 に させ る。

② 身 の 回 りの デザ イ ンの良 さ に気 付 か せ、 そ れ を 味 わ わ せ 、 選 択 す る力 を育 て る。

③ 自 ら見 っ け た デ ザ イ ンを 肖的 や条 件 、 色彩 、 形 態 、 機 能 等 の 面 か ら考 え る力 を育 て る。

④ デ ザ イ ン利 用 者 へ の配 慮 や生 活 や環 境 との 関 係 を理 解 す る力 を育 て る。

⑤ 身 の回 りの物 の存 在 を通 して 、 生 活 に積極 的 に関 わ ろ うと す る態 度 を育 て る。

3展 開例 (全14日寺間) *活 動 の形態 (全 体 、 個 人、 グ ル ー プ① ～ ③)

デザ イ ンの概念や方法、物 の形 や色 に 参 考作 品を提 示 し、発想か らデザイ ン、 制

っ いての基本的概念 や性格 について 作 までの流れを理解 させ る。

物 を作 る事 の目的、必要性 や物 の生 まれ 用途 や 目的 ・色 と形の関係 にっ いて知 らせ

た(作 られ た)過 程 にっ いて理解 す る。 る。(事 例提示)

デザイ ンす る物 の分野、種 類、 内容 の 実際使 って いる 日常品 を取 り上 げ、 使用!二

設定(参 考資料等 の配布説 明)の 工夫 の仕方 に気付 かせ る。

日常生活 で毎 日侮気 な く使 って い る.;身 の回 りの生活 の中にあ る物の役割 につ い

品 の存在 を再認識 す る。 て理解 させ る。

イ メー ジ ・ト レー ニ ング デ ザ イ ンの作 業 の流 れ を 知 らせ る。

色 や形 の持 っ イ メ ー ジを 再 認 識 し、 デ ザ 使 用 目的 を 明 確 に し(発 想)、 そ の 目 的 に

イ ンす る物 の 課 題 を設 定 しデザ イ ンす る。 あ った色 や形 を 考 え させ る。

(ト レー ニ ン グ用 紙 配 布)
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自 らデ ザ イ ンす る物 を選 択 す る。

(選 択 事 例 提 示)

グ ル ー プ① ・ ・自 らデ ザ イ ンす る物 に っ

い て の グル ー プ分 け(共 通 の対 象 物 に っ

い て)

自 らデ ザ イ ンす る物 につ いて 調 査 、 研

究 す る。(対 象 物 の種 類 、 発 想 、 開 発 等)

*レ ポ ー ト形 式

グル ー プ② ・ ・自 らデザイ ンす る物 にっ い

て グルー プで共通 点 につ いて調査研究す る。

(研 究 の 項 目 を決 め、 分 担 す る)

グル ー プ③ ・ ・研 究 資 料 を持 ち寄 り、

分 析 を 行 う。

(レ ポ ー トや 模 造 紙 に ま とめ る)

自 らデ ザ イ ンす る物 に つ い て デ ザ イ ン

す る。(調 査 研 究 に基 づ い て 自分 で 構 想

を練 り、 レ ン ダ リン グす る)

自 らデザイ ンす る物 にっ いての発 表会

(発表時間5分 以 内)

班毎(又 は個人)順 番 に発表を行 う。

〈発表 者〉 ①題材提示②選 択理由③ 発想

のポイン ト④工夫 した点⑤感想、反省など

〈発表者以外〉発表 につ いて の評 価 を行

い、記録 を とる。

デザ イ ン品評会

実 際 に デ ザ イ ンす る もの につ いて 提 示 し分

類 す る。

自 己 の 目的 に従 って 、 デ ザ イ ン し よ う と す

る物 を的 確 に選 択 し、 決 定 させ る。

イ メ_ジ ・ トレー ニ ン グに基 づ き、 参 考 に

して選 択 決 定 させ る。

調査研究 の仕方 について指示 す る。

(資料収集 の仕方)

共通 の分野 どう しの グルー プで、 共 通点 に

ついては分担 して調 査す る計 画を立 て させ

る。

グループで協 力 し、 積極的 に調 査 させ る。

収 集 した 資 料 の整 理 、 分 類 の 方 法 に つ い て

指 導 す る。 目的 や伝 え た い内 容 に つ い て 要

領 よ くま と め させ る。

デ ザ イ ン(レ ン ダ リ ング)の 方 法 、 描 き方

等 につ いて 指 導 す る。

表 現 した い部 分 の明 確 化 に配 慮 させ る。

自分 のコ ンセプ トを要領 よ く表現 す るため

の工夫 をさせ る。

各制作品 に対す る相互理解 を深 め させ る。

発表 の流 れが単調 にな らないよ う発表 の仕

方 を工夫 させ る。

発表 による作 品の表現方法 の大切 さを理 解

させ る。

発表 内容 を注意深 く聞 き、評価 させ る。

デ ザ イ ン と生 活 との 関 わ りな ど、 重 要 活 動 の流 れ を振 返 らせ 、物 の生 まれ 方 、 作

性 に っ い て ま とめ る。 り方 の追 体 験 を感 じさせ る。

4成 果 と課題

物 の作 られて行 く過程 を発想か ら制作 までの流 れ と して理 解す ることによって、身 の回 り

の様 々な物 に対 して観察 の目を向 け る態度 が育 ち、 日常生活 を よ り豊 かな ものに、楽 しくし

てい こうとす る意 欲や態度が育 った。 また、物 の形 や色 にっいての基本的概念や性格 につ い

ての理解 と物 を作 る事 の目的 や、制作過程(成 り立 ち、作 り方)に っ いて学んだ ことにより、

生活 の中 にあ る目的意識 を 日用品 のデザイ ンとい う形 で表 す ことがで きた。

今後 も、作業中心 にな りやす い 日常 の授業 の中で、頭の中で制作活動 を充 実 させ る こと、

っ まり 「考え る作 業」 を活発 にさせ ることによ り、発想 や構 想 の能力 を育成(イ メー ジやア

イデ ィアを呼 び起 こす工夫)す ることが重要 であ ると考え られ る。
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授業研究1-(6)「 陶 芸 ・土 鈴 」(テ ラ コ ッタ粘 土 素 焼 き)

1題 材設定の理由

自然が作 り出 した粘土 は、私 たちに近 い造形素材 であ り、造形 素材 と して優れ た数 々の特

性 を もって いる。①可塑性 が豊 か。② あ まり道具 を使 わな くとも手や指 だけで造 形 が可能 。

③常 に適度 な柔 らか さに調整 で き、硬 くな った ら適度 な水 を加 え ることで何度 も繰 り返 し使

え る。④焼成す る ことによ り硬化 し、 施粕 す ることで防水化 も可能。 ⑤比較的容易 に入手で

きる。以上 のよ うな特性 に加 え、粘土 の もって る触覚 的な手触 りが 「制作す る意欲」 に刺激

を与え るとい うことは、触覚 などの 「感覚」 が造形活動 の本質 の一つを な して いる ことを示

して いる。触覚感覚 を磨 くには、粘土 とい う素材 は最適 であ る。 そ して、 この土 で作 った作

品が美 しい音 を出す とい うことで、普通 の塑像 の制作 とは異 な った強 い動機付 けや 目的意識

を もたせ るこ とがで きる と考 え られる。素焼 きの もつ素朴 な音色 はだれ にとって も魅力 ある

題材 とな りうる。

2指 導のね らい

◇素材(粘 土)の もっ特性 を理解 した土鈴 の制作過程 を とお して、素焼 きという素朴 な造

形表現 のよ さと美 しさを感 じ取 り、 手作 りのよ さや喜 びを味わわせ る。

◇触知感覚 を鋭敏 に刺激 する ことによ って創造意欲 を高め、視 覚的、聴覚 的 な造形表現を

試み る ことで美的感性 を培 う。

3展 開例(全6時 間 乾燥 ・焼成 は除 く)
「一

1麟 ①土鈴制作全般(粘 土の特色・素焼きについて・土鈴の形態 ●作 り方'構 造 と幽

《土鈴制作の概魏 解 と儲 理解その一》1

など)に 関す る質問用紙 による確認 を行 う。(○ ×形式)

解答 と共 に解説 を加 える。

②民芸土鈴(市 販)・ 土鈴(生 徒作 品)の 鑑賞1

形態 の違 いだけで な く作品 を手で さわ り、実 際に音 をだ して形 態 に よ って、 その

音色が異 なる ことを確認す る。 《構造理 解 その二》

③手作 りヘ ラの制作。rく りぬ きつ くり」 で使 用す る割 り箸 と ク リップ ・木綿 糸 をi

利用した自分用のヘラを作る◎1

隔]該 ヨ丁享=制死一
(本時)

一一 一

緬 の装飾 につ いて、二r,3の 方法(*占 土が生乾 きの うちに鯛 足 妨 法.粘 土1

触 覚 感 覚 を磨 くた め粘 土 の もって い る手 触 りを知 り、 そ の 性 質 を 生 か して成 形 練

習 を 行 う。

テ ー マ は 自由 とす るが 内 部 が 丸 み を もっ た形 が よ い こ とを理 解 させ 、 作 りた い 形

を デ フ ォル メ(形 を単 純 化 させ た り省 略 させ た り)し 制 作 す る。

《構 造 理 解 そ の三 》

　

1灘 漂'削 る方法)が あることを理解させクーーッ搬 階でどうする嫡　 　 　 り 　 　 へ 　 　 　　 　 　 　 ヨ　

13校 時 ⑤ 「くりぬ きつ くり」 の 示範(制 作 ポ イ ン トを 明 確 に して 示 範 す る)l

I饗 顯 轍1難 騰1艶 象猫 うに¥p
L_」 塑 合わせる場合のどべの使堕 と塑 合わせ跡の墜_訓
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◆ 音 色 の 出 る穴 の適 正 な 大 き さ と位 置。 。'《 構 造 理 解 そ の 四》

⑥ 粘 土 に よ る制 作(成 形1)

ス ヶ ッチ を も とに基 本 的 な形 の み を 作 る。 余 分 な装 飾 は一 切 しな い。

4校 時 引 き続 き 制作(成 形2・ 「くりぬ きつ くり」)

◇二 っに割 る → ◇芯 を くりぬ く → ◇玉を入れ る → ◇張 り合 わせ る → ◇穴

を開 け る → ◇加飾 → ◇作 品の乾燥。

未完成者 には粘土 の保存処 置を徹底 させ る。

5校 時 ⑦粘土 によ る制作(成 形3・ 装 飾)

乾燥 した作品 に対 して は彫 刻刀な どによ り表面加工(模 様を彫 り込 ん だ り、 面 ・

形 をと とのえ る)装 飾 を施 す。(乾 燥 して いて破損 しやす い ので刃 の 当て方 や入

れ方 に注意 させ る)。 生乾 きの作 品 に対 して はへ らな どによ って表面 加 工 と装飾

を施 す。

6校 時 ⑧引 き続 き 制作(成 形3・ 装飾)

⑨完成:相 互 の鑑賞 と自己評 価。

◇他 の人 の作品 をデザ イ ン(形)の 面か ら鑑賞 し感想 を書 く。

◇土鈴制作全般 を通 して感 じたことと、 自己の作品 に対す る評価 を行 う。

そ の後 乾燥2週 間 ～3週 間 → 焼成(素 焼 き)

◎o
癖

細

呆

熔

轟

轟

4成 果 と課 題

触 知 感 覚 を敏 感 に し、 さ ま ざ ま な感 覚 を フル に 引 き出 す こ とが で き る 粘 土 ク ロ ッキ ー は、

粘 土 の特 性 を 知 るた め に極 めて 有 効 な手 段 で あ った。 ま た 、 頭 で考 え た形 を 上 手 に 平面 の紙

の 中 に 表現 で きな い者 も粘 土 を じか に触 って作 る こ とで 自分 の表 現 した い立 体 が 比 較 的容 易

に完 成 させ られ た こ とが 一 番 の収 穫 で は な い か と考 え られ る。 この こ と は、 土 鈴 制 作 の導 入

段 階 に お い て挫 折 感 を 味 わ う こ とな く次 の段 階 に移 行 で き た と い う こ とで 、 生 徒 の興 味 ・関

心 ・意 欲 の 高 ま りを 充 分 感 じ取 る こ とが で きた。

制 作 行 程 中 、 適 宜 行 った制 作 カ ー ドへ の記 入 は、 生 徒 に制 作 の 見 通 しや 目標 を もた せ る と

と もに 計 画 的 に取 り組 む こと の重 要 性 を 知 ら しめ る こ とが で き た。 こ の制 作 カ ー ドは教 師 に

と って も生 徒 のつ まづ き を 的確 に把 握 す る こ とが で き、 具 体 的 な 個 別 指 導 が可 能 とな った。
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授業研究1-(7)「 八 丈 島 の土 と紬薬 を 使 った3年 生 の ご はん 茶 碗 作 り」

1題 材 設 定 の理 由

本 校 は、 八 丈 島 で も郷 土 色 が 濃 く、 自然 の厳 しさ を受 け止 め、 そ の恩 恵 を文 化 と して 育 む

地 域 に あ る。 江戸 時 代 か ら受 け継 が れ て きた黄 八 丈 の染 め や織 りの工 房 も近 くに あ り、 島 の

窯 業 は、 この 染 め に使 う培 染 液 の 木 灰 に 目 を付 け た こ とか ら始 ま って い る。 陶 芸 制 作 は今 ま

で に何 度 も行 って きて お り、 生 徒 も意 欲 的 に取 り組 む題 材 で あ る。 今 回1ま、 粘 土 で の 制作 だ

けで な く工 程 全 般 を学 ぶ こ とに よ り、 制 作 へ の意 欲 を さ らに深 め 、 人 間 の 知恵 の す ば ら しさ

や 焼 き物 の不 思 議 さ を味 わ わ せ た い と思 った。 また 、15年 悶、 同 じ小学 校 中 学 校 で 育 って き

た3年 生 が、 卒 業 を機 に 、東 京 の高 校 と八丈 の高 校 と、 そ れ ぞ れ の 進路 を選 択 す る。 そ して、

八 丈 の高 校 に進 学 した生 徒 もい ず れ は、 島 を 離 れ る。 そん な生 徒 達 に、 八 丈 の 土 で作 った粘

土 と、 八 丈 の 土 が 育 て た 木 の 灰 を使 った 陶 芸 制 作 を 行 う こと に よ り、 生 まれ 育 った故 郷 へ の

愛 を深 め て ほ しい と思 う。

義務 教 育 の 終 りは、 子 ど もの成 長 の 一 区 切 りと して 、 親 に も大 きな喜 び で あ る。15年 間 育

て た親 の愛 情 を、 生 徒 達 に も、 毎 日使 う食 器 を作 る こ とに よ って感 じ取 らせ た い と考 え た。

2指 導 の ね ら い

① 日常 生 活 で 毎 日、 自分 の使 う食 器 を作 る こ とに よ り、 使 い よ さや 美 しさを 考 え た作 品 を 工

夫 し、 創 造 の喜 び を味 わ わ せ る。

② 『土 作 り ・成 型 ・素 焼 き ・粕 薬作 り ・粕 薬 が け ・本 焼 き』 と い う陶 芸 め工 程 を学 ぶ こ とに

よ り、 見通 しを持 って制 作 で き る よ うにす る。

③ 制 作 を通 して 、 土 や 水 や 火 を 実 感 レ、 自然 の不 思 議 さ や す ば ら しさ を味 わ わ せ る。

3展 開例(第3学 年 全9時 間)

導 入

2時 聞

学 習 の 流 れ

焼 き物 に つ い て の説 明

制 作 カ ー ドの 説 明

ア イ デ ア ス ケ ッチ を す る。

原土の水簸(精 製)

自然の作 った土の不思議 さ

指 導 上 の 留 意 点
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・焼 き物 全 般 を学 ぶ学 習 で あ る こ と を 理

解 させ る。

・目的 に合 った 作 品 を 考 え させ る。

自分 の 器 を 作 るの か 、 お 世 話 に な っ た

人 に あ げ る もの を作 る のか 。

・八 丈 の土 で 作 る意 味 を考 え な が ら、 土

の手 触 りを確 か あ る。
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開

燗

展

6

ア イ デ ァ スケ ッチ を も と に制作 をす る。

土 練 り

成 型 ・表 面 加 飾

(乾 燥 ・素 焼 き)

"差'

,穴 欝'痴
。臨 七 自 轟 羅

鷺 ・"糠 一 .機1七
、ミ灘 … 凸 嬬瀞.

粕 薬 作 りを す る。

ア ク抜 き ・乾燥

ふ るい 作 業 ・調 合

粕 薬 が け ・乾 燥

窯 づ め

(本 焼 き)

航持 ち重 りの しな い器 を作 る。

・彫 刻 や櫛 目、 刷 毛 目で加 工 す る。

ま とめ

1時 間

轟 塁

灘、、 瓢 藩
観 鳳 耳 ・

,灘 纏

互 い の 作 品 を鑑 賞 し、 発 表 す る。

制 作 全 般 を体 験 し、 感 じた こ と、 完 成

作 品 へ の 思 い を ま とめ る。

・黄 八 丈 の染 屋 さん か ら も ら って き た 灰

を て い ね い に ア ク抜 き し、 乾燥 させ る。

調 合 は実 演 して 見 せ る。

・呉 須 で の絵 付 け をす る。

・友 達 の 粕 薬 が け を見 な が ら、 て い ね い

に浸 しが けを す る。

・工 夫 した点 や 、 よ さ を見 っ け る。

4成 果 と課 題

今 まで は な に げ な く使 って い た粘 土 だ った が 、 原 土 を手 で っ ぶ し、 バ ケ ツ の水 を何 度 も変

え なが ら土 を 沈 殿 させ、 一 握 りの 粘 土 が 出 来 て い くの に は、 驚 きの様 子 だ っ た。 そ して 、 か

な り粘 り気 の あ る不 純 物 の混 ざ っ た土 が 、 き め の細 か い な め らか な粘 土 に な り、 ま た、 そ れ

が 乾 燥 し、 火 に焼 か れ る と堅 い実 用 に耐 え る器 へ と変 化 して い くこ とを 初 めて 実 感 で きた よ

うだ った。 ご飯 茶 碗 とい う テ ー マ の設 定 で 、 お世 話 に な った人 へ そ れぞ れ の思 いで計 画 した。

生 徒 は、 自分 の もの や両 親 、 祖 父 母 、 離 れて 一 人 暮 ら しを して い る兄 の た め に 作 っ て い た 。

成 型 の段 階 で は、 粘 土 の 厚 み を 均 一 にす る こ と と薄 く作 る事 が とて も難 し く、 ひ び が 入 っ た

り形 が くず れ た り とず いぶ ん 苦 労 して い た。 今 回、 表 面 の加 飾 は彫 刻 だ け に な って しま っ た

が 、 ごは ん茶 碗 と い う形 にか な りの規 制 が あ った の で、 そ の 分 加 飾 の 方 法 を も っ と広 げ れ ば

よ か った と思 った 。 ま た、3年 生 は放 課 後 の 時 間 も忙 し く、 粘 土 作 りと粕 薬 作 りに 充分 な 時

間 を か け る こ とが で きず 、 合 間 合 間 に こち らで や って しま っ た部 分 もあ り、 何 か ら何 まで 自

分 で作 る とい うわ け に は いか な か った の で、 自然 の不 思 議 さを 味 わ うと い う 目標 まで は、 達

成 す る こ とが で き なか った。 全 体 の時 間 配 分 と成 型 や加 飾 方 法 に広 が りを もた せ る よ うな工

夫 を しな が ら、 今 後 もぜ ひ続 け て い きた い題 材 だ と思 って い る。
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IV研 究 テ ー マH「 造形によるコミュニケーションの存在1こ気付かせる授業の工夫」

1.研 究 テ ー マ設 定 の理 由

これ ま で の 美 術 の授 業 の 中 で は 「作 品 」 に対 して 、 ど の よ うに制 作 す るの か 、 どの よ うに

鑑 賞 す るか な ど、 生 徒 が学 ぶ 内容 を ど う達 成 す るか とい う こ とに力 が注 が れ 、学 ぶ 目標 を達

成 す るた め の マ ニ ュア ル 的 な授 業展 開 に陥 って い た の で な い か。 そ の結 果 と して 、 造 形 活 動

の き っか け とな る自 己 の変 容 に気 付 く機 会 を少 な く して い るの で はな いか と考 え る。

ま た、 現 在 の 中学 生 は膨 大 な情 報 量 に囲 ま れ、 そ の 中 か ら自己 の 価 値 観 を も含 め様 々 な情

報 を一 方 的 に提 供 され て い る ので は な い か。 自己 の変 容 に と って 必 要 な 「主 体 的 に学 習 す る

力 」 を育 て るた め に は、 一 方 的 に情 報 を与 え られ る こ と のみ で は な く、 自 らが情 報 を 発 信 す

る力 を育 て 、 「自 己教 育 力 」 へ とっ な げ た い。

こ こで は、 「制 作 と鑑 賞 」 を別 個 の もの と と らえ ず 、 「美 術 」 が もっ視 覚 的 イ メ ー ジ に よ る

コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンの力 を認 識 す る こ とで 「制 作 」 と 「鑑 賞 」、 「自己 」 と 「他 者 」 の作qqQの

双 方 向 性 を も った関 係 の可 能 性 に気 付 き 自 己 に 内在 す る力 を発 見 させ 、 創 造 の喜 びへ とっ な

げ た い。

2.研 究 の仮説

く造形 に よるコ ミュニケー シ ョン〉 の概念 は以下 の ものとす る。

① 自己の作品 に表れ る生活観 ② 自己の価値観 の表明 ③他者 の作品 か ら感 じる価値観

④ 美的価値の イ ンタラクテ ィブ(双 方向性)⑤ 他者 への影響 力

○伝達を 目的 とす る造形(伝 達 デザ イ ン)以 外 に も、絵画 や彫刻 な どの作品か ら発せ られ る

ことが らが ある ことを発 見 し、理解す る ことがで きるよ うにな るので はないか。

○今 まで とは違 う視点(二 他者理解)に 立 った、創造 の喜びを感 じることがで きるので はな

いか。

○作品 を、制作 、鑑賞、発表す る前 と後 で、 コ ミュニケーシ ョンを通 して 自己の価値観 が変

化 す ることに気付 くことが で きるので はな いか。

3.仮 説検 証の方法

仮説検証 の方法 と して、以 下の方法 を採 る。

◆1)授 業(作 品制作)の 前後、及 び過程 で ア ンケー ト、感想作文 な どを実 施 し生徒 の前後

の変容 を検証 す る。

◆2)生 徒個 々が他者 との コ ミュニケーシ ョンの多様 な方法 を創意工夫で きたかを検証す る。
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■授業研究II(1)「1996ぼ くの生 活 ・私 の生 活 一情 報 の創 造 か ら発信へ 一」

1題 材 設 定 の 理 由

美 術 教 育 が 、 直 接 体 験 を 重 視 した 「物 」 の制 作 に重 きを お い た理 由 は 、 手 に よ る活 動 が 、

思 考 力 や創 造 力 を 引 き出 す の に直 接 的 に関 係 す る とい う点 で あ る。 だ が 、美 術 教 育 が 抱 え て

き た直 接 体 験 と、 メ デ ィアの 発 達 に よ る疑 似 体 験 が対 立 す る もの とい う主張 は成 り立 た な い。

最 近 の工 業 製 品 で マ イ ク ロ ブT]セ ッサ ー が使 わ れ て い な い物 を探 す の は至 難 の 業 で あ る。

ゲ ー ム機 を例 に 出 す まで もな く生 徒 た ち の遊 び道 具 や生 活 用 具 も同様 で あ る。 ま た、 一 度 も

絵 や彫 刻 を み な か った と い う日 は あ り得 る が、 テ レ ビや写 真 を一 度 もみ な か っ た と い う 日は

あ り得 な い。 これ が 生 徒 た ち を と りま く現 実 で あ る。 した が って、 メデ ィ アの 登 場 を拒 否 で

き な い、 とな れ ば 、 そ の活 用 と 自 己 の ア イ デ ンテ ィテ ィー の擁 護 とを 解 決 す る必 要 が あ る。

と は い え、 映 画 、 写 真 、CG、 ビデ オ な ど を単 に鑑 賞 す るだ け で は、 生 徒 た ち の声 に答 え た

こ とに な らな い 。 生 徒 た ち は、 も っ と能 動 的 で も っ と発 信 的 な活 動 を求 め て い る。

2指 導 のね らい(コ ン ピュ ー タ活 用 の意 図)

コ ン ピ ュー タ の世 界 に は、 す で に世 界 の 国 々 を 結 ぶ

ネットワーク(イ ンターネット)が 存 在 し、 世 界 中 の 情 報 に接

す る こ と、 発 信 す る ことが 出来 る。 今 ま で紙 や鉛 筆 な

ど で は表 現 で き なか った もの を表 現 す るた め の情 報 教

育 の 可能 性 が あ る。 一 人 一 人 の情 報 発 信 が相 互 に 絡 み

合 い刺 激 し合 い新 しい ものが 創 造 で き る余 地 が あ る。

(ll美 術 の学 習 を情 報 とい う視 点 か ら見 直 し、 作 品 に

込 め られ て い る情 報 を収 集 、 処 理 、 創 造 、 発 信 した

りす る活 動 に コ ン ピ ュー タを活 用 す る ことに よ って、

表 現 能 力 向 上 の 可能 性 を探 る。

(2)コ ン ピュ ー タを生 徒 自 らが使 って学 習 で き る よ う

積 極 的 に支 援 す る こ とに よ って、 生 徒 の学 習意 欲 向上 を 図 る。

(3>作 品 を イ ン ター ネ ッ トで公 開 し、 世 界 か ら作 品 に対 す る参 加 、 評 価 を呼 び か け る こ と に

よ って 、 限 られ た集 団 内 で の学 習 か ら、 限定 され な い 不 特 定 多 数 の 参 加 の 可 能 性 を 探 る。

3展 開例

本題 材 は、 生 徒 の写 した写 真 を インターネットのホームページ上 に発 表 し、 「ぼ くの生 活 ・私 の

生 活 」 を 表 現 す る こ とを主 な 内容 と して い る。 さ らに発 展 させ コ ン ピュ ー タ ソ フ トや 複 写 機

な どを 併 用 し、 素 材 を加 工 す る と、 写 真 や絵 だ けで な く、 自然 物 、 自分 で っ くった 画 像 デ ー

タ、 市 販 の 素 材 集 な ど も材 料 と して活 用 で き、表 現 の可 能 性 を広 げ る こと が で き る。 コ ラ ー

ジ ュ に よ り写 真 に新 しい意 味 を もた せ た り、 画面 の構 成 を 楽 しん だ りす る ことが考 え られ る。
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『

■ 情 報 の 創 造 か ら 発 信 へ i

教 師 の 活 動 H 生 徒 の 活 動

國 ■単元目標を説明
・写真によって新 しい情報を創造する表現方法

を知らせる。
・イ ンターネットによる情報発信を知 らせる。

1
凹学習活動
。本時の学習事項を確かめ、自分の生活をいく
っかのキーワー ドにまとめる。

■鑑 賞(ス ライ ド、写真集)
・作 品例 「雑誌 ライフ」「ロハー ト・キ ャパ」「マ ン ・レイ」「広告写真」 なと

■ ワー クシー トによ る作業
・自分の生活 を振 り返 られ、 アイデ ィア シー トにい くっ かのキー ワー ドに まとめ させ る。
・自分の現在の生活を、写真 によって ど う表現す るか考 え させ る。

■課題説明

「レンズ付き白黒フィルム」配布
・撮影上の注意(著 作権、肖像権、撮影許可、

校内撮影の注意)

■課 題
・指示 日までに、配付 された 「白黒 レ ンズ付 き

フィルム」 で、写真 を撮影 す る。一
回 ■課題説明

・現像写真をもとに、組写真にまとあ、新 しい
意味の創造を考えさせる。

■学習活動
・現像写真 を、何枚 かの組写 真に選択。
・新 しい意味 の創造 を

、 考え る。
・写真 につ けるキ ャプ シ ョンを考え る

。

■ プ レゼ ンテー シ ョン ・組写 真を、他 の生徒 にプ レセ ンテー ションす る。

圏 ■ ホームペー ジ作成
・コンピュー ター機 器の利 用を指導 す る

。(周 辺機器 一スキ ャナMOコ ピー機な ど)
・ソフ トウェアの利用 法を指導 す る

。(使 用 ソフ トーNetScapeAdobePhotoshopI-WRITEな ど)

◇ 発展展開例
・写真 を、 コンピュー ターで加 工(切 り抜 き、

コラー ジュ、 エ フェク ト、 フ ィル タ)す るこ

とを指導す ることも考 え られ る。

国 ■情報の発信
・イ ンターネ ッ ト上 に

、生徒作 品を掲載 す る。
・メー リング リス トや電子 メールな どで、作 品

掲載を宣伝 する。

■情報の受信
・電子メールなどによる、不特定多数の鑑賞者
の意見を、生徒に知 らせる。
・生徒の思いと鑑賞者の意見の差異に気付かせ

るQ

◇学習活動
・コ ンピュー ター上 で、素材が様 々に加工 で き

ることを理解す る。

・組み合わせ、加工す る ことで、新 たな意 味の

創造 に気づ く。

層イ ンターネ ッ ト体験
・自分 の作品を通 してイ ンターネ ットに触れ る

。

■情報の受信
・寄せ られた鑑賞意見をもとに、作品がどう受
け止められたかを理解する。
・作品に込めた意味と、受け止められ方の差異
を理解する。

■ま と め ・課題を、通 した感想 をま とめる。

4成 果 と課題

美術 の学習 を情報 とい う視点 か ら見直 し、生 徒 は自分 な りの考 えを広 め合 い、深 め合 う学

習が展開で きたか ど うかは、今後 の さらな る指導 を要す るが、生徒 の自主 的活動 や感想 を見

る限 り、意欲的 に学習 が展開 で きた といえ る。 また、今後 の課題 と して は、学校 の情報 イ ン

フラの整備、 ネ ッ トワー ク利用上 の情報保護 や、著作権 の悶題 などク リアにする必要がある。
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授業研究 皿一(2)「 ○ ○ くん の 日常/○ ○ さん の 日常 」

一 コ ミュニ ケ ー シ ョ ン ・ア ー トー

1題 材 設 定 の理 由

昨 今 の教 育 現 場 で は、子 ど もを 取 り巻 く病 理 的 傾 向(い じめ、 親 子 間 の断 絶)の 原 因 を コ

ミュ ニ ケ ー シ ョ ンの欠 如 にあ る と して 、 そ の 教 育 的 回 復 が 求 め られ て い る。 本 題 材 で も、 こ

の よ うな意 義 を ふ まえ て コ ミュ ニケ ー シ ョ ンを 扱 うが 、 特 に以 下 の視点 か ら題材 を設 定 す る。

① 中 学 生 とい う時期 は、 物事 の 客 観 視 を好 む 傾 向 が あ る。 そ れ は 自己 の発 見 に 関 して もあ て

は ま り、周 囲 が 自分 を どの よ うに見 て い るか 、 と い う こ とが生 徒 た ちの最大 の興 味 で もあ る。

ま た 同 時 に そ れ は、 彼 らが 社 会 性 を 身 につ けて い く成 育 過 程 に あ る こ とを示 して い る。

② 造 形 と い う ノ ンバ ー バ ル(非 言 語 的)な 要 素 に よ る コ ミュニ ケ ー シ ョンは、 言 語 に よ るそ

れ とは違 って 、 不確 実 で は あ るが 創 造 性 を含 ん で お り、 教 育 的 に豊 か な イ メー ジを生 む。

③ 表 現 に終 始 す る制 作 実 技 的 な学 習 面 だ け に限 定せ ず、表 現 を鑑 賞 と一 体化 させ る こ とによ っ

て 「自己 の客 観 的 な 理 解 」 や 「他 者 の共 感 的 な理 解 」 とい う認 知 的 な学 習 面 を拡 大 した。

2指 導 の ね らい

① 身 の まわ り に あ る モ ノ を収 集 させ る こ とに よ って、 自分 の 日常 を振 り返 らせ る。

② 友 達 の造 形 物 か ら、 今 まで 気 付 か なか った友 達 の よ さや個 性 に気 付 か せ る。

③ 友 達 が 、 自分 を 表 現 して くれ た造 形 物 か ら、 客 観 的 に見 た 自分 を発 見 させ る。

④ 自分 の や りた い表 現 にふ さ わ しい技 法 を発 見 さ せ、 工 夫 しな が ら制作 させ る。

⑤ 言 語 や 数 値 と は異 な る、 「造 形 に よ る コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン」 の楽 しさ を味 わ わ せ る。

3展 開例

学習の流れ 学 習 の 活 動 指 導 上 の 留 意 点 造 形 に よ る コ ミュ ニ ケー シ ョ ンの 流 れ

●事前学習

(3週 間)

① 自分 の日常 を取 り

囲むモノを収集

・自分の日常を構成 しているささや

かなモノたちの存在 に気付かせ る。
lAく んの活動1

l
l

IBく んの活動l

l

l●制作 グルー

プの編成

②作品を制作 しあ う者

をパ ー トナーにする。

・気の合 う者どうしが望 ましいが、

今後 の制作活動 を見通 させて編 成

させる。

Aく ん の モノ

「収集」

薗

Bく ん の モノ

[収集]

グ
●視 覚 に よ る

コミュニケー

シ ョンの

紹介

③言 葉、 文 字 以 外 に

も、 コ ミaニ ケ ー

シ ョ ンが 存 在 す る

ことを知 る。

・交通 標識 、 輸血 相 関図 な どを紹 介

す る。

・視覚 を使 ったゲー ムを楽 しむ。

(カ タシ リトリ・伝形 ゲー ム…)

●制作のね ら

いと工程の

理解

④造 形 に よ る コ ミュ

ニ ケ ー シ ョ ン過 程

の理解。

・参考 作品 を提 示 しイ メー ジをわ か

せ る。

'ア ッセンブラージュ技 法を理解 させる。

Aく ん による

フ レーム形

[制 作]

n

Bく ん による

フ レーム形

[制作]

が
●作品 フレー

ムの制作

⑤自分 自身 の持 ち味

にぴ った りしたカ

タチを棒材 によ っ

て表現する。

・幾何 形態 や抽 象形 態 に よ って、 自

分 らしさを追求 させ る。

・平面 か、立体 かを選択 させ る。
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● ドロー イ ン

グに よ る感

情表現

●造形物交換

●表現の構想

●造形 によ る

コミュニケー

シ ョンを交

えた制 作活

動

●完成作品の

鑑賞と自己

評価

⑥設 定 され た い くつ

か の テ ーマ で 、 自

分の気持 ちを ドロー

イ ングす る。

⑦①、⑤、⑥を交換する。

⑧美術鑑賞や制作 シー

トの活用 に よ って、

表 現 の イ メ ー ジを

練 る。

⑨友 達 の個 性 や持 ち

味 を イ メ ー ジ しな

が ら、 フ レー ム に

モ ノや ドロー イ ン

グを構成 して い く。

⑩パー トナーど うし

で完成作品 を鑑賞

し合 うことを通 し

て、 自分 の新たな

る持 ち味 を見い出

す。

・ 「喜」「怒」 などの テーマを設定 し、

自由に ドローイ ングで表 現 させ る。

・様 々な描 画材、 描画 用紙 を用 意す

る。

・
、その造形物に関する情報 も交換 させる。

・現代 美術 に見 られ る技 法 を紹介 す

る。

(ア ッセ ンブラージュ、コラージュ…)

・テーマをもたせ、表現を工夫 させ る。

・絶 えず桝 料 や友達 と コ ミュ ニケ ー

シ ョンを と らせ、 内 面表現 の深 化

を図 らせ る。

・全体 の構成 美に留意 させる。

・友達 に合った配色効果を考え させ る。

・友達 が表現 した作品(こ 客 観的 な

自分 像)を 介 して コ ミュニ ケー シ3

ン させ、 そ こか ら発 見 した ことを

記録 させ る。

・作 品 か ら感 じと った、 言葉 にな り

にくい印象 も大切 にさせ る。

1__1

Aく ん による

ドローイ ング

[制作]

Bく ん による

ドローイング

[劇作]

i材 料 交 換

[造形 によ るコ ミュニケーシ3ン,

『Bく んの口常』 『Aく んの日常』

[制作3[制 作]

'多'

顯

9ピ 鰯 ㌦!＼

♂ 履

蔑

'へ 讐三

～
鍵

畠
膨
り

毅
籔

ε

馨へ熾
撫

蓼

職

塞
綴

濁
ノ

.
、辱謬

4成 果 と課 題

以 下 の 手 順 は、 「造 形 に よ る コ ミュニ ケ ー シ ョン」 が もっ教 育 的意 義 の検 証 概 略 で あ る。

蕾 ・阪r目 彌 につ・汀 一コ 扉 『作文・噺 醸;1・ て』(雄 の作品を鑑賞爾

蕎H● アンケ}ト;鵡 膿 轄 曙lv● アンケート・謝 ナー嚇 たド9一イングはl

t___.________」 一____一______.一.__.___一__

●1→ 皿で は文 章の 量 は概 して 増 加 し、 質 も深 化 した。 これ は 「造形 によ る コ ミュニ ケー シ ョ

ン」 に、 客観 的 な 自己認 識 を 円 滑 にす る効 果 が あ る こ と を示 して い る ので は な か ろ うか。

●II→IVの ア ンケ ー トに お け る正解 率 は向 土 した。 これ は、 「造 形 に よ る コ ミュ ニ ケ ー シ ョ

ン」 が 、 言 葉 に な らな い もの に対 す る感 受 性 を 高 め る効 力 を有 して い る こ とを示 して い る。
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授業研 究 皿一(3)「 制 作 を通 した工 芸 作 品 の鑑 賞 」

1題 材設定 の理由

工芸 の学 習で は、生徒 たちは生活 の中で 自分 の作品 を利用活用 させ る ことがで きることか

ら、 具体 的 に自分 たちが制作す る ものへ のイメー ジがわ きやす く、完成 への意欲 も高 ま りや

すい。 また実材 を使 うことによ る身体的抵抗感 は、程度 に もよ るが、制作 の充実感 へ とっな

が るものが ある。

工芸の鑑賞 は実 際に使 うとい う観点 か ら鑑賞 す る作 品に対 す るアプロー チが具体的、身近

な もの にな り、作 品に対 す る理解 を深 め ることがで きるので はないか。

自己と他者 の作 品を相互 に評価 し合 い、 自己の中に存在 す る造形 への可能性 に気付かせ た

いo

2指 導 の ね ら い

・鑑 賞 の学 習 を通 し先人 の思 考 、 技 術 や作 品 の 美 しさ(造 形 に よ る コ ミュ ニ ケ ー シ ョン)に 触

れ る。

・制 作 さ れ た作 品 を 実 際 の生 活 の 中 に役 立 たせ る と い う視 点 か ら、 自 己 と他 者 の 関係 の 中 に他

者 と の コ ミュニ ケ ー シ ョ ン、 ま た客 観 的 な 自己 表 現 へ とっ な げ る。

・制 作 に あ た って の 計 画 性 の 育 成 、 材 料 に対 す る感 性 の伸 長 、 制 作 へ の意 欲 を高 め る。

3展 開例

「螺h/l紫 檀 五 弦 琵 琶 の鑑 賞 と螺h!lを 使 った コー ス ター の制 作 」

対 象:2年 週1時 間 、 の授 業 く全9時 間 〉 〈 〉 は時 間

学習段階 主 な 学 習 活 動 身 に 付 け た い 力 指 導 上 の 工 夫

学習内容の ・題材の内容、学習活動の方 ・興味関心を基 に主体的に鑑 ・主体的に学習計画を立

理 解 〈0.5> 法などを確認 賞する能力と態度 案できる態度

鑑賞 ・螺鉋紫檀五弦の琵琶を鑑賞 ・作 品を味わ う。 ・素材、題材 にっいての

〈0.5> す る。 ・技法 につ いて推理す る。 観点指導

・その他螺鋼の技法を使 った ・技法 にっ いての指導

作品の鑑賞

発想 ・螺 鋼 を使 った コ ー ス タ ー の ・使用の目的、素材の特性を ・技術的な方法について

〈1> 制作 理解 し制作 に生 かす こと 理解を深める指導

・絵 柄 につ いて考え る。 がで きるよ うにす る。
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制作

t6)

・下絵を描 く。

・木材 の下地 を作 る。

.欄 嚇 慢 表現の特徴へL緋 段階の的融 難
1

とっなげる力!の 指示

・螺錦用貝の加工

・木材の下地塗 り

・材料 の加 工方法 にあ った形1・ 自分 の判 断がで きる作

の工夫をする力1業 手順のa
i

・貝 の接着 ・用具、道具 の正 しい使 い方1

・カ シュ ー を塗 り重 ね る。

・研 ぎ だ し

・正 しい手順による制作:

.作品を完成させ禧 び!
____,一

鑑賞及び ・完成 の充実感 を味 わ う。 ・鑑賞力(的 確娠 現、表測 ・制作にまつわるそれぞ

反省 ・実際の作品をお互いに鑑賞
1

の工夫・使聴 がある酬 れのL

<1> す る。
・作品の完成度 一 今後の制作に生かされ

・参考作品の鑑賞 ・鑑賞 した参考作品とどのよ1る 方法、表現の確認
1

うな違 いがあ るか・1

・参考作 品を最 初 に見 たとき}

と現観 たときの鑑飼

視点の置き方1

4成 果 と課 題

ただ単に題材 を提示 す るとい う形 で の授業 よ り、具体的な制作へのイメージがわ きやす く、

制作の後 に、 再度鑑賞 す ることで、 鑑賞作品が よ り身近 な もの に感 じられ るとい う点 で成果

が上が った。

鑑賞で提示す る作 品 はで きるだ け多種類、身近 な実物 も用意す る ことが必要で あ るが、制

作 にっ いての関連性 、材料の特 性や制約 との関連 を理解 させやす い資料提示 も必要 であろ う。

「造形 によるコ ミュニ ケーシ ョン」が理解 されて いるか とい う評価 は、今後 の学習 の中で

継続的 な指導の必要性 を感 じる。

一一一24一


